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で
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人口の動き（前月比）　※4月末現在
総人口 22,384人（－37） 世帯数 7,933世帯
男性 10,698人（－14） 出生 11人 死亡 26人
女性 11,686人（－23） 転入 33人 転出 55人

４月の交通事故（前年比）
事故 22件（＋1）
死者 0人（－1）
負傷者 1人（＋1）

５月の納税
軽自動車税（1期）
納期限 5月31日㈪
口座振替 5月26日㈬



ワクチン接種を受ける

① 予約した会場へ行く
接種券、予診票、身分証明書が必要です。
※ 発熱などで行けない場合は、コールセンター
へキャンセルと再予約の電話をお願いします

《ここからは、すこやか（集団接種）での接種を受
ける場合です》

② 受付をする
接種券、身分証明書の提示をお願いします。
※ 受け付けを終えた方には手首に白色の
テープを巻きます

③ 予診票を記入する
体温や体調などは接種日当日にお書きくだ
さい。

④ 予診票の確認
　過去に重いアレルギー症状を起こしたこ
とがあるかなどを確認します。
※ 症状歴がある方には、手首にピンク色の
テープを巻きます

⑤ 診察を受ける
医師による診察を行います。

⑥ ワクチンを接種する
※ 注射は肩にします。肩を出し
やすい服装でお越しください

⑦ 15分間以上の様子観察
※ 手首にピンク色のテープが巻かれた方
は、30分様子を観察します

⑧ 接種証明書を受け取る
　２回目の接種を受ける際に必要となりま
す。大切に保管してください。

ワクチン接種の「予約」は
慌てず・お電話で

予約をする

① 電話をかける
　　勝山市コールセンター（全日午前9時～午後5時）
　　☎０７７９－６４－５５４３

勝山市コールセンターの電話回線を増設
　65歳以上の方が円滑に予約できるように
5月31日㈪まで増設します。
　・０８０－６１８５－３８６２
　・０９０－３６５１－８６５６
　・０９０－３６５１－８９７９
　・０９０－３６５１－９０８９
　・０９０－３６５１－９４４１
※ 電話がつながりにくい場合は、時間を空
けておかけ直しください

② 接種日などを決める
　　コールセンターでは、下記内容をお伺いします。
　　・予約コード番号（接種券の下部に記載）
　　・氏名・生年月日
　　・ 接種希望日時※２回目は原則1回目の21日後
　　・接種希望会場

確定情報の通知
 　コールセンターで予約した方には、接種
日時・会場をはがきでお知らせします。

問勝山市コールセンター（すこやか内） ☎64 ｰ 5543

高齢者のみなさまへ

　接種券が届いた方は、同封の書類をご確認のうえ、
予約の電話をお願いします。
※ すこやか窓口での受け付けは感染症対策のため中
止します

ワ
ク
チ
ン
接
種

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

5
月
13
日
㈭

65
〜
69
歳
の
方
に
接
種
券
を
送
付

（
予
約
受
付
は
5
月
17
日
㈪
以
降
）

５
月
19
日
㈬

　

す
こ
や
か（
集
団
接
種
）で
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
開
始

※
65
歳
以
上
の
方
の
優
先
受
付
は
5
月

31
日
㈪
ま
で

※
64
歳
以
下
の
方
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
入

荷
状
況
に
合
わ
せ
て
順
次
接
種
券
を

送
付
し
ま
す

敵
は
人
で
は
な
く

ウ
イ
ル
ス
で
す

　

感
染
さ
れ
た
方
を
は
じ
め
、
そ

の
ご
家
族
や
同
僚
、
友
人
、
治
療

に
当
た
ら
れ
て
い
る
医
療
機
関
関

係
者
な
ど
の
方
々
に
対
す
る
不
当

な
差
別
や
誹
謗
中
傷
な
ど
は
決
し

て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

感
染
リ
ス
ク
は
誰
に
も
あ
り
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
を
思

い
や
る
行
動
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
み
ん
な
の
人
権
1
1
0
番

☎
0
5
7
0
‐
0
0
3
‐
1
1
0
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　5月に入り、勝山市においても複数の感染源による感染事例が発生しています。市の所
管する公共施設に関して2件の感染がありました。
　1件は、5月6日に陽性が判明した道の駅恐竜渓谷かつやまのパートスタッフの女性で
す。道の駅のスタッフ全員がPCR検査を実施し、全員の陰性を確認しています。なお、
道の駅は7日を臨時休業とし館内の消毒を実施して、8日から通常営業を再開しています。
　もう1件は成器西小学校の児童です。上記の女性の濃厚接触者として7日に感染が判明
しています。PCR検査の結果、この児童と接触のあった児童、教師全員の陰性が確認さ
れたため、校内の消毒を実施し、10日から通常どおり授業を実施しています。

　市では、感染者のプライバシーに配慮し、上記のような公共施設にかかる
事案以外については、情報発信は控えさせていただいています。福井県から
の公式発表をご覧ください。

　また、県外へのおでかけや県外からの帰省の自粛、消毒、マスク着用の徹底、三密の
回避、家族以外での4人を超える会食を見合わすなど、新しい生活様式における基本的な
感染対策が緩んでいないか、再度家族や職場で注意し合うことが必要だと感じています。
ご自身や家族を守るために感染症対策の徹底を今一度お願いします。

　感染拡大防止の切り札として期待されている新型コロナウイルスワクチンの接種が始
まっています。勝山市では7月下旬を目処に65歳以上の皆さまの2回の接種を終了させる
準備を終えています。
　接種券がお手元に届きましたら、同封の説明書やこの広報のご案内に沿って予約、接
種をお願いします。

　最後にお願いです。
　感染者や関係者のプライバシーへの配慮をお願いします。
　この新型コロナウイルス感染症は、「いつ、誰が、どこで」感染してもおかしくない状
況です。不幸にして感染した方々に追い討ちをかける誹謗中傷につながる個人情報を話
題にしたり、ネットワークでやりとりすることのないよう強くお願いします。

新型コロナウイルス感染症について

市民の皆さまへ

福井県HP

勝山市新型コロナウイルス感染症対策本部長
勝山市長　水上　実喜夫
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人
生
1
0
0
年
時
代
を
迎
え
、

い
つ
ま
で
も
健
や
か
で
い
き
い

き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
こ

は
、
誰
も
が
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
が
拡
大
し
て
1
年
を
経
過
し
、

外
出
機
会
が
減
り
、
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
る
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

す
る
の
に
難
し
い
こ
と
は
い
り

ま
せ
ん
。

　

今
回
の
特
集
は
、
身
近
で
取

り
組
み
や
す
い
運
動
の
ひ
と
つ

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
テ
ー
マ
に

ご
紹
介
し
ま
す
。

特集
楽しく歩く。

動きやすい服装 １ 姿勢
背筋を伸ばして胸
をはる

３ 歩幅
膝を伸ばして大き
な歩幅（無理しな
い範囲で）

２ 腕の振り
できるだけ大きく
振ると効果アップ

４ 足
前に出した足は踵
から接地

歩きやすいシューズ
　ウォーキングシューズがベスト（クッション性が
あり、つま先がゆったりしたもの）

正しい歩き方で効果アップ
　歩くときは、正しい姿勢で歩きましょう。悪
い姿勢は腰や膝を痛める原因になります。

コロナ対策
　□マスクの着用・咳エチケット
　□人との間隔は１ｍ以上

熱中症対策
　□水分補給　　□帽子やタオル
　□ 喉が渇いていなくても歩く前にコップ1杯
程度の水分補給

　※ 気温が30℃以上の時は外を歩かない

クマ対策
　山ぎわなどでのウォーキングは特にご注意
ください
　□鈴やラジオなどを身につける
　□クマの出没情報をチェック
　※クマの出没情報は緊急メール
　　で配信しています

交通事故対策
　□反射板を身につける
　□ライトなどを持ち歩く

各種対策もお忘れなく
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
家
計
へ
の
影
響
が
長
期
化
す
る
中
、
ひ

と
り
親
の
子
育
て
世
帯
に
給
付
金
を
支

給
し
ま
す
。
下
記
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
で

Ⓐ
・
Ⓑ
に
該
当
し
た
方
は
申
請
が
必
要
で

す
。

給
付
額
▼
児
童
1
人
あ
た
り
５
万
円

給
付
対
象
▼
令
和
3
年
3
月
末
時
点
で

18
歳
ま
で
の
児
童
ま
た
は
20
歳
未
満

で
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
児
童

　

令
和
3
年
4
月
分
の
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
を
受
け
て
い
る
方
に
は
別
途
通

知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

申
請
書
な
ど
は
、

す
こ
や
か
窓
口
と

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
配
布
し
て
い
ま

す
。

申
請
期
間
▼
令
和
4
年
２
月
28
日
㈪
ま

で
申
請
場
所
▼
す
こ
や
か

準
備
物
▼
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）、
受
取
口
座

の
通
帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の

写
し
、
申
請
者
と
扶
養
義
務
者
の
収
入

が
確
認
で
き
る
書
類
な
ど

※
児
童
扶
養
手
当
の
認
定
を
受
け
て
い

な
い
方
は
、
申
請
者
と
児
童
の
戸
籍
謄

本
※
障
が
い
が
あ
る
方
は
、
特
別
児
童
扶
養

手
当
証
書
、
障
害
年
金
に
係
る
年
金
証

書
な
ど

問
福
祉
・
児
童
課（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
７
７
７

給付金の対象外

令和3年4月分の児童扶養手当が
支給されていますか？

令和元年中の収入（非課税年金含
む）が次の表の額未満ですか？
（表1）支給制限限度額
扶養人数 申請者 扶養義務者

1人 365万円 420万円
※ 2人目以降は、扶養人数が1人
増えるごとに475,000円を加算

給付金の対象
申請不要

給付金の対象
申請必要

申請書と収入額の申立
書を提出してください。
※ 扶養義務者がいる場
合、全員の申立書が
必要

給付金の対象
申請必要

申請書と収入額の申立
書を提出してください。
※ 扶養義務者がいる場
合、全員の申立書が
必要
※ 令和2年2月以降の任
意の月を無収入とし
た場合、収入状況の
詳細について記載し
た申立書が必要

用語解説　扶養義務者▶申請者の同居の父母、祖父母、兄弟姉妹など
　　　　　受給資格者▶ 給付金の給付対象（児童）を監護・養育し、離婚や死別などの状態にあるもの

はい

はい

いいえ

いいえ

い
い
え

い
い
え

いいえ

はい

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はいスタート

令和3年3月末時点で児童扶養手
当の

受給資格者（ひとり親世帯）ですか
？

次のいずれかに該当しますか？
• 公的年金等受給により令和3年
4月の児童扶養手当が全部停止
となっている
• 児童扶養手当の申請をしていれ
ば、公的年金等受給により令和
3年4月分の手当が全額または
一部停止になると見込まれる

給付金を申請する時点で児童扶養手当の受給資格者（ひとり親世帯）ですか？

令和２年２月以降の任意の月の
収入（１か月）を12倍した金額が
表1の額未満ですか？

新型コロナウイルスの影響で家
計が急変し、令和2年2月分以降
の収入が減少しましたか？

ひ
と
り
親
世
帯
を
支
援
す
る
新
た
な
給
付
金
を
支
給
し
ま
す

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

A

B
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続
け
や
す
い
距
離

３
㎞
を
歩
く
時
の
目
安
時
間

◆
初
心
者
レ
ベ
ル

（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
た
ば
か
り
）

　

散
歩
程
度
を
50
〜
60
分

◆
中
級
者
レ
ベ
ル

（
健
康
の
た
め
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）

　

早
歩
き
で
40
〜
50
分

◆
上
級
者
レ
ベ
ル

（
中
級
で
は
物
足
り
な
い
方
）

　

腕
を
振
っ
て
大
股　

30
〜
40
分

健
や
か
な
毎
日
へ

　

健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な

い
運
動
習
慣
。
す
で
に
暖
か
い
春
の
陽
気

に
誘
わ
れ
、
市
内
で
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
ん
で
い
る
方
も
み
か
け
ま
す
。

　

年
齢
も
性
別
も
関
係
な
く
始
め
ら
れ
る

運
動
の
ひ
と
つ「
歩
く
」。続
け
て
い
る
方
々

は
、
と
て
も
い
き
い
き
と
し
た
表
情
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
歩
い
て
健
や
か
な
毎
日

を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

山
やま
次
じ
俊
しゅんすけ
介准教授

（福井大学医学部医学科）

「歩く」楽しさ広がる

２本のポールで
誰でも気軽に健康

　ノルディック・ウォークは、ポー
ルを使い、無理なく、誰でも簡
単に正しい姿勢で安定した「歩
き」ができる全身運動で、二の腕
や腹部など気になるところも
シェイプアップできます。しかも、
足腰の負担軽減になり、楽しく
長く続けやすい有酸素運動です。
　子どもから高齢者まで幅広い
年齢の方たちと勝山の自然や歴
史・文化に触れ、五感を開き、
体で学ぶ希少性の高いツーリズ
ムで、地域コミュニティの醸成
と“健幸華麗なまちづくり”を目

指し活動を続けてい
ます。
　お気軽にご参加く
ださい。

親しみやすい
勝山の山々

　勝山の山は、どの山も2時間前後
で登れます。そのため、男女問わず、
子どもから大人まで気軽に登山を楽
しめます。過信は禁物ですので、しっ
かり準備をしてお楽しみください。
　山登りにおすすめな季節は、山頂
に雪が残る新緑の春や紅葉がきれい
な秋です。特に、加越国境の稜線（尾
根）から望む白山の紅葉は必見です。
　山々に囲まれた勝山では、市内か
ら山を眺めて楽しめることも魅力の
1つですが、登る楽しみも味わって
みてください。

せいきコミュニティーせいきコミュニティー
スポ―クラブ 代表
四
よつ
谷
や
憲
のり
夫
お
さん（78）

勝山山岳会
山
やまうち
内 政

まさ
司
じ
さん（69）

守りましょう
　クマ鈴などを身につける
　ごみは必ず持ち帰る
　火の取り扱いは十分注意
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自
然
豊
か
な
勝
山
で

心
身
を
健
康
に

1
0
0
0
ｍ
級
の
山
々
に
囲
ま
れ
、

中
心
部
に
は
九
頭
竜
川
が
流
れ
る
。

自
然
豊
か
な
勝
山
の
魅
力
を「
歩
い
て
」感
じ

心
も
体
も
健
康
的
に
過
ご
す
方
々
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

平
成
13
年
12
月
に
設
立
し
た
「
か
っ

ち
ゃ
ま
歩
こ
う
会
」。

　

勝
山
の
自
然
や
歴
史
に
親
し
み
な
が

ら
健
康
づ
く
り
を
目
的
に
、
月
１
回
の
定

例
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
電
車
を
利
用
し
た

遠
出
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
活
動
を

続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

と
と
も
に
、
会
の
活
動
は
休
止
状
態
に

な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、「
歩
く
こ
と

は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
」
と
会
長
の
門
さ

ん
を
始
め
、
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
生
活
の

一
部
と
な
っ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み

な
が
ら
続
け
て
い
ま
す
。

　
「
春
」は
弁
天
・
長
山
・
南
大
橋
の
桜「
夏
」

は
早
朝
夕
暮
れ
時
に
日
陰
に
な
る
山
際

「
秋
」は
紅
葉
や
コ
ス
モ
ス
を
愛
で
る
野
向

「
冬
」
は
ジ
オ
ア
リ
ー
ナ
や
歩
道
除
雪
が

き
れ
い
な
元
禄
線
が
お
す
す
め
で
す
。
季

節
ご
と
に
コ
ー
ス
を
変
え
な
が
ら

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
続
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
体
調
や
天
気
が
悪
い
時
は
無
理

を
せ
ず
、「
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
」と
鳴
く
う
ぐ

い
す
の
声
や
花
々
の
香
り
を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。

「
歩
く
」が
生
活
の
一
部
に

四
季
を
感
じ
て
歩
く

耳
を
澄
ま
し
、

香
り
を
楽
し
ん
で

かっちゃま歩こう会
会長　門

かど
淨
じょうじ
治さん（71）

夫婦で楽しさ２倍
　歩くようになってから
は、風邪などの病気をし
なくなりました。
　季節ごとの風景に夫婦
の会話もおのずとはずみ、
楽しく続けられています。

勝山を知るきっかけに
　歩くことで勝山の魅力を
たくさん知ることができま
した。
　知らない方といつの間に
か話ができることもウォー
キングの魅力です。

(右) 山
やまがた
形常

つね
雄
お
さん（85）

(左) 　　勝
かつ
子
こ
さん（78）

伊
い
藤
とう
麻
ま
知
ち
子
こ
さん（67）

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
継
続
し
た
方
の
体
力

を
測
定
し
た
結
果
、「
筋
力
」「
歩
行
」「
バ
ラ

ン
ス
」の
項
目
が
向
上
し
ま
し
た
。

　
「
少
し
息
が
弾
む
」
程
度
の
運
動
に
取
り

組
む
こ
と
が
ベ
ス
ト
で
す
が
、
大
切
な
こ

と
は
継
続
す
る
こ
と
で
す
。
今
よ
り
、
ほ

ん
の
少
し
だ
け
、
し
ん
ど
く
な
い
程
度
で

取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

習
慣
的
に
歩
く
こ
と
で

得
ら
れ
る
効
果
！

◆
血
行
が
良
く
な
る

◆
食
欲
が
わ
く
、

　

消
化
器
の
働
き
が
良
く
な
る

◆
気
分
が
良
く
な
る

◆
心
臓
病
、
脳
卒
中
、
が
ん
、

　

糖
尿
病
の
疾
患
リ
ス
ク
低
減

◆
骨
量
の
増
大

安
全
で
効
果
的
な
運
動
の
お
約
束

　

健
康
の
た
め
の
運
動
に
は
、「
き
つ
い
」

や「
我
慢
」は
必
要
な
し
。

　
「
や
や
き
つ
い
」「
息
が
弾
む
」「
他
人
と
会

話
で
き
る
」程
度
の
運
動
が
体
に
も
心
に
も

効
果
的
で
す
。

歩
い
た
分
だ
け
健
康
に
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ふるさと茶屋「白山平泉寺旧青木家」がオープン
■4月22日　平泉寺町平泉寺区

　「白山平泉寺旧青木家」が空き家を活用する福井ふ
るさと茶屋としてオープンしました。喫茶スペースで
はオリジナルスイーツが提供されています。

備えは万全　春季消防訓練
■4月13日　若猪野区一帯ほか

　明治に起きた勝山大火を教訓とする春期消防訓練
が若猪野区での火災防ぎょ訓練や恒例の「走りやん
こ」、勝山サンプラザでの一斉放水などが実施され、
消防団の士気高揚を図りました。

みんなで守ろう ミチノクフクジュソウ
■4月16日　北谷町

　村岡小学校と小原ECOプロジェクトが連携して取
り組む希少植物ミチノクフクジュソウの保全活動。
この日は手作り看板の設置と観察会を行いました。

60年前の主食「カマシ」収穫祭
■4月14日　北谷町谷区

　かつやま子どもの村小学校と谷区出身者で雑穀の
一種「カマシ」を栽培しています。この日は収穫祭が
開催され、石臼やいろりを使い様々な料理を作りま
した。

鮮やかな緑を取り戻そう 平泉寺一斉清掃
■4月11日　平泉寺周辺

　地域住民やボランティアによる平泉寺白山神社の
清掃活動が行われました。落ち葉や枯れ枝を手作業
で取り除いた後には鮮やかな緑の苔が広がっていま
した。

新入学生に交通安全帽子を贈呈
■4月8日　荒土小学校

　市内小学校の新入学
生に、市と勝山交通安
全協会から黄色い交通
安全帽子が贈られまし
た。荒土小学校では贈
呈式が開催されました。
この黄色い交通安全帽
子には、新入学生を交
通事故から守りたいと
の願いが込められてい
ます。
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持続可能なまちへ持続可能なまちへ第6次勝山市総合計画第6次勝山市総合計画

今月のテーマ 「健康づくり」応募方法
ご意見、ご提案を次の方法でお寄せください

（住所、氏名の記入は必要ありません。ただし年
齢はお書きください）
〇メール　kikaku@city.katsuyama.lg.jp
〇郵　送　〒911-8501勝山市元町1-1-1　
　　　　　勝山市役所 未来創造課あて
〇応募フォーム（Googleフォーム）
※ 今回のテーマ以外に関するご意見、ご
提案も随時お寄せください。

みんなでつくる

みらいの勝山みらいの勝山
まちづくりの提案募集します！まちづくりの提案募集します！

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

健
康
づ
く
り

　

第
６
次
勝
山
市
総
合
計
画
ア
ン

ケ
ー
ト
で
、
約
７
割
の
方
が
健
康
づ

く
り
や
疾
病
予
防
な
ど
保
健
活
動
の

充
実
が
重
要
と
回
答
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
日
常
的
な
買
い

物
や
外
食
な
ど
普
段
の
生
活
に
関

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
外

出
が
少
な
く
な
っ
た
と
の
ご
意
見
が

多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

外
出
機
会
の
減
少
に
よ
る
運
動
不

足
や
肥
満
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を

予
防
す
る
た
め
に
、
適
度
な
運
動
を

心
掛
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
、
体

育
館
な
ど
の
運
動
施
設
の
利
用
頻
度

を
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
下
記
の
よ
う

な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

運
動
施
設
の
利
用
に
限
ら
ず
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
健
康
づ
く
り
に
つ

い
て
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
か
？

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
運
動

施
設
の
利
用
に
不
安
を
感
じ
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？

　

ご
意
見
、
ご
提
案
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

問
未
来
創
造
課（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
５

健康づくりや疾病予防など
保健活動の充実について

重要
どちらかと
いえば重要
どちらとも
いえない
あまり重要ではない
重要ではない
無回答

31.4％

38.8％

17.8％

0.7％
0.6％

10.7％

最近３年間における公共施設の利用頻度について　※運動施設のみを抜粋

0％

20％

40％

60％

80％

100％

勝山市体育館
「ジオアリーナ」

他の体育館
（学校体育館含）

B&G
海洋センター

市営温水プール グラウンドなど

利用している　　　使用しない　　　無回答 第６次勝山市総合計画アンケート

アンケート
全集計結果
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ど
う
し
て
勝
山
で
は
、
恐
竜
化
石

が
た
く
さ
ん
見
つ
か
る
の
？

　

勝
山
で
は
こ
れ
ま
で
に
新
種
の
恐
竜

5
種
を
含
む
た
く
さ
ん
の
恐
竜
や
恐
竜

時
代
の
動
植
物
の
化
石
が
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。
恐
竜
化
石
が
見
つ
か
る
た
め

に
絶
対
的
に
重
要
な
の
が
恐
竜
時
代

（
中ち
ゅ
う
せ
い
だ
い

生
代
）
の
地
層
が
あ
る
こ
と
で
す
。

勝
山
の
場
合
は
、
そ
れ
に
相
当
す
る
約

1
億
2
0
0
0
万
年
前
の
手て

取と
り

層そ
う

群ぐ
ん

と

呼
ば
れ
る
地
層
が
あ
り
ま
す
。

大
陸
の
一
部
だ
っ
た
日
本
列
島
と

手
取
層
群

　

勝
山
の
手
取
層
群
は
、
現
在
の
勝
山

市
で
積
み
重
な
っ
た
地
層
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
当
時
日
本
列
島
は
大
陸
の
一
部

で
そ
こ
を
流
れ
て
い
た
川
が
運
ん
で
き

た
泥
や
砂
、
石
が
た
ま
っ
て
で
き
た
地

層
で
す
。
約
2
0
0
0
万
年
前
か
ら

1
2
0
0
万
年
前
に
か
け
て
、
こ
の
大

陸
の
一
部
が
裂
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

恐
竜
化
石
の
眠
る
地
層
が
、
現
在
の
日

本
列
島
ま
で
運
ば
れ
て
き
ま
し
た
。

石
材
か
ら
み
る
大
地
の
活
動

　

大
地
が
裂
け
る
際
に
は
大
規
模
な
火

山
活
動
が
起
こ
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き

に
噴
出
し
た
火
山
灰
や
溶
岩
が
固
ま
っ

た
地
層
を
勝
山
市
内
で
も
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
岩
屋
川
河
床
、
大
鷲
滝
、

三
室
山
、
下
荒
井
近
辺
の
九
頭
竜
川
河

床
な
ど
）。
こ
れ
ら
と
同
じ
地
層
が
福

井
市
の
足
羽
山
に
分
布
し
て
お
り
、
こ

の
地
層
を
切
り
出
し
た
の
が
福
井
県
で

有
名
な
笏
し
ゃ
く

谷だ
に

石い
し

に
な
り
ま
す
。

　

勝
山
市
内
で
も
か
つ
て
カ
ク
マ
石
と

粟あ
わ

石
と
呼
ば
れ
る
石
材
が
切
り
出
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
カ
ク
マ
石
は
、
今
か
ら

1
0
0
万
年
ほ
ど
前
に
噴
火
し
て
い
た

経
ヶ
岳
火
山
の
溶
岩
が
固
ま
っ
た
岩
石

で
、
大
師
山
の
北
麓
で
は
、
特
徴
的
な

板
状
の
割
れ
目（
板
ば
ん
じ
ょ
う状
節せ
つ

理り

）が
発
達
し

て
い
ま
す
。
勝
山
で
は
、
か
つ
て
こ
の

石
は
屋
根
の
置
き
石
な
ど
に
用
い
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
一
方
、
粟
石
は
、
先
に

述
べ
た
手
取
層
群
の
砂
岩
を
切
り
出
し

た
も
の
で
す
。
こ
の
採
石
場
跡
が
野
向

町
牛
ヶ
谷
に
あ

り
、
現
在
で
も

矢
穴
（
石
を
切

り
出
す
と
き
に

掘
ら
れ
た
穴
）

を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

外
国
産
の
安
価
な
石
材
が
多
く
使
わ

る
最
近
で
も
、
市
内
で
は
、
か
つ
て
県

内
や
市
内
で
切
り
出
さ
れ
た
石
材
を

使
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
石
材
か
ら
地
球
の
活
動
に

思
い
を
は
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

町
まち
澄
すみあき
秋「大地の活動と石材」

矢　穴

「
ひ
び
き
は
空
に
」
〜
ま
こ
と 

真
・
誠
・
信
〜

勝山高校
コラム

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

４
月
７
日
に
令
和
３
年
度
の
入
学
式

を
挙
行
し
、
新
し
く
１
１
５
人
の
新
入
生

を
迎
え
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
い

う
不
安
材
料
は
あ
り
ま
す
が
、
始
業
式
で

は
、
自
ら
進
ん
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑

戦
す
る
１
年
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
生
徒
の
皆
さ
ん
の
成
長
を

支
援
し
、「
地
域
の
学
校
」と
し
て
、
市
民

の
皆
さ
ま
方
に
よ
り
一
層
信
頼
さ
れ
、
期

待
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
教
職

員
と
と
も
に
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
本
校
の
教
育
活
動
に
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

校
長　

北
出　

奈
美

進
路
だ
よ
り

令
和
２
年
度
卒
業
生
の
進
路
状
況

国
公
立
大
学

（
名
古
屋
大
、
筑
波
大
、
金
沢
大
、
名

古
屋
市
立
大
、
大
阪
府
立
大
、
信
州
大
、

新
潟
大
、大
阪
教
育
大
、長
岡
造
形
大
、

愛
知
教
育
大
、
上
越
教
育
大　

各
1

人
、
福
井
大
５
人
、
福
井
県
立
大
10

人
）、
他
に
過
年
度
生
3
人
（
福
井
大
、

新
潟
大
、
福
井
県
立
大
）

私
立
大
学

（
明
治
大
、
法
政
大
、
東
京
理
科
大
、

同
志
社
大
、
関
西
学
院
大
、
関
西
大
、

京
都
産
業
大
、
龍
谷
大
、
大
谷
大
、
福

井
工
業
大
、
福
井
医
療
大
、
仁
愛
大
、

金
沢
工
業
大
、
金
沢
学
院
大
、
名
城
大
、

中
京
大
、
愛
知
学
院
大
、
岡
山
理
科
大

な
ど
）

短
期
大
学

（
仁
愛
女
子
短
大
、
大
垣
女
子
短
大
）

専
門
・
各
種
学
校

（
福
井
県
立
看
護
、
福
井
市
医
師
会
看

護
、
武
生
看
護
、
大
原
情
報
Ｉ
Ｔ
ク
リ

エ
イ
タ
ー
、
大
原
簿
記
法
律
な
ど
）

民
間
就
職

（
㈱
ニ
ッ
ト
ク
、
大
北
久
保
建
設
㈱
）

そ
の
他

勝高ＨＰ

ジオパークまちづくり課
主査（学芸員）
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スマイル Pick Up! 市民の笑顔
お届けします

　
「
野
球
が
好
き
で
す
」
と
笑
顔
を
見
せ

る
大
西
さ
ん
。

　

市
内
の
学
童
野
球
チ
ー
ム
「
勝
山
市

成
器
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」に
所
属
し
、
現

在
は
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
シ
ョ
ー
ト
を
守

る
チ
ー
ム
の
中
心
的
な
存
在
の
1
人
と

し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

野
球
を
始
め
た
き
っ
か
け
を
た
ず
ね

る
と
「
野
球
を
す
る
お
兄
ち
ゃ
ん
の
姿

に
憧
れ
て
始
め
ま
し
た
」
と
兄
の
姿
を

追
い
か
け
て
、
小
学
校
１
年
生
の
冬
か

ら
練
習
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。

　

練
習
は
辛
い
時
も
あ
る
そ
う
で
す
が

「
い
い
ピ
ッ
チ
ン
グ
や
守
備
が
で
き
た

と
き
が
嬉
し
い
」
と
、
試
合
で
良
い
プ

レ
ー
を
す
る
た
め
に
週
3

回
の
練
習
を
ず
っ
と
続
け

て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
小
学
生
と
し

て
は
最
後
の
年
。「
目
標
は

チ
ー
ム
で
一
番
の
ピ
ッ

チ
ャ
ー
に
な
る
こ
と
で
す
」

と
ボ
ー
ル
の
回
転
を
意
識

し
て
ス
ト
レ
ー
ト
の
技
術

に
磨
き
を
か
け
て
い
ま
す
。

　
「
守
備
も
上
手
く
、
良
い

ボ
ー
ル
を
投
げ
る
」
と
監
督

の
信
頼
も
あ
つ
く
、
勝
利
に
向
か
っ
て

チ
ー
ム
の
仲
間
と
一
生
懸
命
練
習
に
励

ん
で
い
ま
し
た
。

　

大
西
さ
ん
は
、
野
球
の
競
技
人
口
が

減
る
中
、「
女
の
子
で
も
野
球
に
興
味
が

あ
っ
た
ら
ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ
し
い
で
す
」

と
、
多
く
の
人
に
野
球
の
楽
し
さ
が
広

が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
し
た
。

　

福
井
県
内
の
優
れ
た
建
築
作
品
に
贈

ら
れ
る
「
ふ
く
い
建
築
賞
」。
3
月
に
開

催
さ
れ
た
第
7
回
ふ
く
い
建
築
賞
公
開

審
査
会
に
お
い
て
、
勝
山
市
体
育
館
ジ

オ
ア
リ
ー
ナ
（
以
下
ジ
オ
ア
リ
ー
ナ
）
が

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
そ
の
設
計

を
担
っ
た
ひ
と
り
が
、
石
畝
さ
ん
で
す
。

　

今
回
の
受
賞
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
パ
ク

ト
が
あ
る
外
観
デ
ザ
イ
ン
の
美
し
さ
、

走
り
や
す
い
楕
円
形
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー

ス
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
た
と
の
こ
と
。

受
賞
し
た
こ
と
で
、「
す
べ
て
の
人
が
助

け
合
い
、
共
に
生
き
て
い
く
社
会
の
な

か
で
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
人
達
が
ジ
オ

ア
リ
ー
ナ
を
も
っ
と
積
極
的
に
活
用
し

て
ほ
し
い
」
と
の
思
い
を
強
く
さ
れ
た
そ

う
で
す
。

　
「
勝
山
に
た
く
さ
ん
の
市

民
が
集
う
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク

な
も
の
を
つ
く
り
た
い
」
と

の
思
い
が
詰
ま
っ
た
ジ
オ

ア
リ
ー
ナ
。「
ラ
ン
ニ
ン
グ

や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ヨ
ガ
、

ダ
ン
ス
も
で
き
る
身
近
な

健
康
づ
く
り
の
場
所
や
文

化
的
な
イ
ベ
ン
ト
や
発
表

の
場
と
し
て
も
利
用
し
て

ほ
し
い
」
と
ジ
オ
ア
リ
ー
ナ

に
は
様
々
な
目
的
を
持
っ
た
多
く
の
人

が
集
い
ま
す
。

　

石
畝
さ
ん
は
、
ジ
オ
ア
リ
ー
ナ
以
外

に
も
勝
山
市
ジ
オ
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
は
じ

め
市
内
企
業
の
社
屋
や
店
舗
な
ど
の
建

築
物
を
設
計
し
て
い
ま
す
。
今
日
も
、

勝
山
の
環
境
に
適
合
し
た
未
来
に
受
け

継
が
れ
て
い
く
建
築
物
の
姿
を
創
造
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

市
民
が
親
し
み
を
も
て
る
体
育
館
に
な
っ
て
ほ
し
い

チ
ー
ム
の
勝
利
に
向
か
っ
て

大
おおにし
西 縁

えん
さん（11歳)＝立川町1＝

石
いしぐろ
畝 正

まさ
樹
き
さん（58歳)　＝元町1＝

表彰式の様子
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省略記号　時 ‒とき　所‒ところ　内‒内容　対‒対象　講‒講師　定‒定員　費‒参加費　持‒持ち物　締‒申込締切

◆
前
期
試
験（
大
学
卒
業
程
度
）

受
付
期
間
▼
5
月
13
日
㈭
〜6

月
11
日
㈮

※
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分（
土
、日
、

祝
日
を
除
く
）

一
次
試
験
▼
7
月
11
日
㈰

※
二
次
試
験
の
詳
細
は
一
次
試
験
合
格
者
に

通
知
し
ま
す

試
験
会
場
▼
教
育
会
館

試
験
内
容
▼
教
養
試
験
、
性
格
特
性
検
査
、

作
文
試
験

申
込
方
法
▼
試
験
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
総
務
課
人
事
職
員
係
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い

最
終
合
格
発
表
▼
8
月
下
旬

３
０
０
０
円
相
当
を
進
呈

　

５
月
１
日
以
降
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
交
付
申
請
さ
れ
た
方
に
、
３
０

０
０
円
相
当
の
ギ
フ
ト
券
を
進
呈
し
ま

す
。（
令
和
4
年
1
月
31
日
申
請
分
ま
で
）

ギ
フ
ト
券（
①
〜
③
い
ず
れ
か
１
つ
）

①
P
a
y
P
a
y
ギ
フ
ト
カ
ー
ド

②
Q
U
O
カ
ー
ド

③
図
書
カ
ー
ド

※
ギ
フ
ト
券
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

お
渡
し
時
に
併
せ
て
進
呈
し
ま
す

　

市
内
で
の
消
費
拡
大
に
よ
り
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
電
子
マ

ネ
ー
決
済
サ
ー
ビ
ス
「
P
a
y
P
a
y
」

を
利
用
し
た
ポ
イ
ン
ト
還
元
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

市
内
対
象
店
舗
で
の
支
払
い
に

P
a
y
P
a
y
を
利
用
す
る
と
20
％
の

P
a
y
P
a
y
ボ
ー
ナ
ス
を
付
与
し
ま
す
。

※
利
用
で
き
る
店
舗
に
は
下
記
の
ポ
ス

タ
ー
な
ど
が
提
示
し
て
あ
り
ま
す

◆
後
期
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
お
よ

び
専
門
職
）

一
次
試
験
▼
9
月
19
日
㈰

交
付
申
請
は
身
近
な
場
所
で

　

左
記
の
場
所
で
交
付
申
請
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
▼
市
役
所
窓
口
、
公
民
館
、
図
書

館
、
す
こ
や
か
、
ジ
オ
ア
リ
ー
ナ

出
張
申
請
サ
ー
ビ
ス

　

職
場
や
地
域
団
体
な
ど
に
職
員
が
出

向
き
、
カ
ー
ド
の
申
請
・
受
け
取
り
が
で

き
る
出
張
申
請
を
行
っ
て
い
ま
す
。
顔
写

真
撮
影
も
そ
の
場
で
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

消
費
還
元
期
間
▼

６
月
１
日
㈫
〜
30
日
㈬

付
与
上
限
▼
1
0
0
0
円
／
回

付
与
合
計
上
限
▼
1
万
円

令
和
３
年
度
勝
山
市
職
員
採
用
候
補
者
試
験

問
総
務
課（
市
役
所
２
階
）☎
88
‐
1
1
1
3

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

問
市
民
・
税
務
課（
市
役
所
1
階
）☎
88
‐
8
1
0
2

市
内
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

問
商
工
観
光
・
ふ
る
さ
と
創
生
課（
市
役
所
2
階
）☎
88
‐
8
1
0
5

市からのお知らせ I n f o r m a t i o n

試験区分 事務職

採用人数 3人程度

受験資格 問わない

生年月日
平成4年4月2日～

平成12年4月1日

試験区分 事務職 社会福祉士 消防士

採用人数 1人程度 1人程度
2人程度

（うち、救急救命士
の資格１人程度）

生年月日
平成12年4月2日～
平成16年4月1日

平成4年4月2日～
平成12年4月1日

平成4年4月2日～
平成16年4月1日

※受験資格や受付期間などの詳細は広報かつやま７月号でお知らせします
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市からのお知らせI n f o r m a t i o n

令和３年度の区長さん
 問総務課（市役所２階）　☎88 ｰ 1116

　行政と地区住民の橋渡し役としてご活躍いただく
区長をご紹介します。（敬称略）
◎地区区長会長　○同副会長　☆同理事

勝山地区
元禄 塩見　聡
元町２ 坪内　友幸
元町３(☆) 和田　公男
昭和町１ 油谷精三郎
昭和町２(☆) 今庄　肇
昭和町３ 松村　一
旭町１(☆) 北川　龍男
旭町２ 辰澤　啓治
旭毛屋町 久保　清一
立川町(☆) 中村　真
上　郡 久保　金喜
上袋田(☆) 阿部　光郎
下袋田 山川　龍弥
上　後(○) 南部　信一
中　後(◎) 杉平　信夫
下　後 朝井　直正
上長渕(☆) 西野　誠一
下長渕（○） 織田　吉和
富　田 小林　喜幸
沢　町(☆) 柳原　寛治
芳野町 水谷　丈男

猪野瀬地区
猪野口 帰山　誠
若猪野（○） 小林　治一
高　島 伊藤　新治
西高島 三觜　博信
毛　屋 三屋　俊一
猪　野(◎) 嶋田　泰博
片　瀬 丸山　真寿
片瀬町 森景　八朗
岡横江 鳥山　昌久

平泉寺地区
平泉寺(◎) 中村　敬治
赤　尾 斉藤　雅昭
笹　尾 福田　義一
大　渡 上山　雅弘
壁　倉 山田　晋洋
岩ケ野(○) 南　都志男
大矢谷 山内　一栄
小矢谷 中山　茂治
神　野 牧野　和男
経　塚 中村　昭一
平泉寺町上野 市原　進

村岡地区
滝波町(○) 川原　龍夫
郡　町(◎) 竹内　和徳
五本寺 小林　信二
黒　原(○) 荒井由紀夫
栃神谷 田中　一郎
暮　見 植田　一成
寺　尾 前川　哲弥
浄土寺 木下　一美
長山町 笹木　正二

北谷地区
中　尾 中山　茂一
北六呂師 加藤　英孝
河　合(◎) 斉藤　甚継
木根橋 大山口健治
小　原（○） 杉吉　政巳
谷 田中久明三

野向地区
龍　谷(◎) 松谷　英隆
竹　林 吉元　禎
聖　丸 西出　健一
深　谷 大西　一男
薬師神谷 山内　則人
牛ケ谷（○） 清水　修
北野津又 松井　博文
横　倉 北川　雅敏

荒土地区
松　田 下川　幸蔵
田名部 丹後　禎一
布　市 黒田　和夫
清水島（◎） 多田　治門
北新在家 本多　範行
別　所（○） 大谷　重光
境 山内　善正
戸　倉 谷口　隆次
西ケ原 袖川　源也
新　道 岩倉　治
細野口 水上　俊成
北宮地 田中　金之
堀　名 藪下　光男
中清水 石井　多門
伊　波(○) 境井　義樹
妙金島 齋藤　治一
新　保 道林　卓惠
松ケ崎 村上　正二

北郷地区
西妙金島 乾　一雄
檜曽谷 津田四十四
新　町 平井喜兵衛
志比原 小林　滝夫
上森川 笠松　英一
下森川 松川　隆
東　野(◎) 田中　治和
伊知地 仲谷　傳次
坂東島（○） 笠羽　忠恭
北郷町上野 木下　敏秀

鹿谷地区
保　田 牧野　靖夫
西光寺 林　則栄
北西俣 四方　真二
矢戸口 中道　光男
本　郷(◎) 西川　清之
西遅羽口 伊藤　善祐
東遅羽口 石田　秀夫
杉　俣 壺内　幹夫
志　田 石田　学
発　坂 山内　幸繁
保田出村（○）牧野　英雄

遅羽地区
下荒井 鳥山　義昭
嵭　崎 山根　敏博
大　袋 牧野　栄一
新　道 酒井健一郎
北　山 斎藤佐智雄
蓬　生 桑原　良明
中　島(◎) 松山　滋貞
千代田(○) 石倉　幸徳
比　島 松山　勝彦

お
め
で
と
うござ

い
ま
す

春
の
叙
勲
を
ご
紹
介（順

不
同
）

叙
勲
受
章
者

旭
日
小
綬
章

北き
た
や
ま山

謙け
ん

治じ

さ
ん（
82
）

＝
沢
町
１
＝

　

昭
和
62
年
に
勝
山
市
議
と
な

り
8
期
在
職
。議
長
や
副
議
長
、

産
業
経
済
委
員
会
委
員
長
な
ど

を
歴
任
し
、
長
尾
山
総
合
公
園

の
整
備
な
ど
地
域
の
産
業
振
興

や
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
の
発
足
な
ど

生
活
環
境
整
備
な
ど
に
貢
献
し

ま
し
た
。

旭
日
小
綬
章

安や
す

居い

久ひ
さ
し
げ繁
さ
ん（
78
）

＝
鹿
谷
町
保
田
＝

　

平
成
7
年
に
勝
山
市
議
と
な

り
6
期
在
職
。議
長
や
副
議
長
、

産
業
福
祉
委
員
会
委
員
長
な
ど

を
歴
任
し
、
中
部
縦
貫
自
動
車

道
や
県
道
勝
山
イ
ン
タ
ー
線
な

ど
の
道
路
整
備
の
促
進
や
教
育

と
福
祉
行
政
の
充
実
な
ど
に
貢

献
し
ま
し
た
。
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行　事　案　内

市民の広場
C o m m u n i c a t i o n

生
活
習
慣
病
は「

早
期
発
見
・
早
期
改
善
」

　

生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
が
な
い
う

ち
に
進
行
し
、
異
常
を
感
じ
た
時
に
は
す

で
に
重
症
化
し
て
い
る
こ
と
多
い
の
が
特

徴
で
す
。
今
後
も
健
康
に
お
過
ご
し
い
た

だ
く
た
め
に
、
ぜ
ひ
健
康
診
断
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

◆
国
民
健
康
保
険（
30
歳
〜
74
歳
の
方
）

負
担
額
▼
5
0
0
円

◆
後
期
高
齢
者
健
診（
75
歳
以
上
の
方
）

負
担
額
▼
無
料

と
こ
ろ
▼
指
定
の
医
療
機
関
、
す
こ
や
か

（
ど
ち
ら
も
要
予
約
）

内　

容
▼
測
定
（
身
長
・
体
重
・
腹
囲
・

血
圧
）、
検
査（
尿
、
血
液（
脂
質
・
血
糖
・

肝
機
能
・
貧
血
・
尿
酸
・
ク
レ
ア
チ
ニ

ン
・
眼
底
）、
心
電
図
、
診
察

健
診
日
▼
広
報
プ
ラ
ス
版
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

※
受
診
券
は
5
月
下
旬
頃
発
送
し
ま
す

※
人
間
ド
ッ
ク
を
申
し
込
ま
れ
た
方
は

受
診
で
き
ま
せ
ん

※
受
診
時
に
は「
受
診
券
」「
問
診
票
」「
検

査
料
金
」「
被
保
険
者
証
」
を
必
ず
お
持

ち
く
だ
さ
い

受
け
て
安
心
！
健
康
診
断

問
健
康
長
寿
課（
す
こ
や
か
内
）☎
87
‐
0
8
8
8

省略記号　時 ‒とき　所‒ところ　内‒内容　対‒対象　講‒講師　定‒定員　費‒参加費　持‒持ち物　締‒申込締切

世界がもし
100人の村だったら

時5月22日㈯午後3時～、23日㈰午後
2時～所越前大仏講堂内タップダンス
な ど 講TAP DANCE STUDIO足 音、
劇団ドラゴンファミリー定両日100席
費500円（拝観券付き、未就学児無料）
申・問TAP DANCE STUDIO足音
☎89 ｰ 1723

ノルディック・ウォーク
地域に眠る歴史を訪ねて

時5月29日㈯午前9時～（8時45分集
合）※小雨決行所旧木下家住宅周辺講
四谷憲夫氏、山田雄造定15人費100円
締5月21日㈮
申・問北郷公民館　☎89 ｰ 1001

大師山自然観察会
「紫

シ ソ バ
蘇葉立

タツ
浪
ナミ
と古寺探訪」

時5月29日㈯午前9時～（3時間程度）
所市民交流センター前駐車場集合定20
人（先着順）費200円講わくわく体験学
習推進隊持山登りをできる服装、水筒、
タオル、雨具など締５月26日㈬
申・問猪野瀬公民館　☎88 ｰ 0313

　

雨
上
が
り
の
少
し
ひ
ん
や
り
と

し
た
空
気
の
中
、
中
世
の
石
畳
道

が
続
く
菩
提
林
、
鮮
や
か
な
緑
の

苔
が
広
が
る
平
泉
寺
境
内
を
歩
く

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
も
お
す
す

め
で
す
。

（
M
）

　

今
年
度
の
「
広
報
か
つ
や
ま
」

は
、
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
変
更
や
特

集
記
事
の
強
化
な
ど
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
編

集
後
記
の
再
開
も
そ
の
一
つ
で

す
。
今
年
度
も
広
報
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

（
S
）

編
集
後
記
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広
告
の
お
申
し
込
み
は

総
務
課
ま
で

広
告

市からのお知らせI n f o r m a t i o n

「
5
月
は
消
費
者
月
間
」

消
費
生
活
相
談
概
要

　

勝
山
市
消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
年

多
く
の
消
費
生
活
に
か
か
る
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
。

　

暮
ら
し
の
こ
と
で
お
困
り
の
方
は
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ど
ん
な
相
談
が
あ
る
の
？

　

令
和
2
年
度
は
、
2
8
1
件
の
相
談
が

あ
り
、
60
歳
代
以
上
の
相
談
が
約
6
割
で

し
た
。

　

相
談
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

•
不
審
な
電
話

•
宅
配
便
を
か
た
る
詐
欺

•
光
回
線
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
の
強
引
な
電
話
勧
誘

•
健
康
食
品
や
化
粧
品
の
定
期
購
入

　

そ
の
他
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
関
連
相
談
や
豪
雪
ト
ラ
ブ
ル
関
連
が

あ
り
ま
し
た
。

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

相
談
事
例
の
ご
紹
介

　

市
で
受
け
た
消
費
者
相
談
の
詳
細
を

◆
勝
山
市
く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

朝
井　

和
美
・
大
瀬　

浪
子

　

四
谷　

真
弓
・
前
田
ふ
み
え

◆
勝
山
市
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

　

勝
山
地
区　
　

森　
　

茂
子

　
　
　
　
　
　
　

北
沢　

辰
子

　

猪
野
瀬
地
区　

北
坂　

理
恵

　

平
泉
寺
地
区　

手
塚　

裕
子

　

村
岡
地
区　
　

川
崎
千
惠
子

　

北
谷
地
区　
　

方
堂　

艶
子

　

野
向
地
区　
　

森
本　

陽
子

　

荒
土
地
区　
　

中
村
三
千
代

　

北
郷
地
区　
　

澤　

里
瑛
子

　

鹿
谷
地
区　
　

山
内　

敬
子

　

遅
羽
地
区　
　

松
山　

智
子

広
報
プ
ラ
ス
版
や
公
民
館
だ
よ
り
な
ど

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
を
参
考
に
、

ト
ラ
ブ
ル
に
対
処
で
き
る
賢
い
消
費
者

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

く
ら
し
の
ご
相
談　

承
り
ま
す

　

意
識
調
査
な
ど
の
消
費
者
行
政
に
ご

協
力
い
た
だ
く
令
和
３
年
度
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
や
モ
ニ
タ
ー
に
、
次
の
方
々
を
委

嘱
し
ま
し
た
。

　

く
ら
し
に
関
す
る
ご
相
談
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

〝
消
費
〞で
築
く
新
し
い
日
常

問
勝
山
市
消
費
者
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
1
階
）☎
88
‐
8
1
0
3

 

くらしの意識調査
「新型コロナウイルス感染症と消費生活」
　消費者センターでは、新型コロナウイルス
感染症の拡大によって消費者の意識や暮らし
がどのように変化したかをアンケート調査を
しました。（無作為・200世帯）
問
あなたの家計
でこの一年間
で新型コロナ
ウィルスの影
響を受けまし
たか？

　食費と水道光熱費が増えた方や交際費が
減った方が5割近くいることが分かりました。
これは、ステイホームで外出機会が減った影
響が考えられます。
　今回の調査からは、消費者の暮
らしの変化がわかります。結果を
参考にし、冷静な消費行動を行い、
生活を見つめ直しましょう。

食費

水道光熱費

増えた　　減った　　変化なし
不明　　もともとない　　無回答

交際費

0 20 40 60 80 100
（％）

詳細は
こちら

広報かつやま５月号 №798 　　 14


